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ドンズー日本語学校の生徒さんたちが日本への義援金を送つてくれました

東 日本大震災で被災 された皆

さまに心か らお見舞い申し上げ

ます。 このニュースは、こちら

でも連 口報道 されています。 3月

H国 の地震に始ま り、信 じられ

ないような津波被害の映像 も流

れています。また、福島原子力

発電所での放射能漏れ事故 もべ

トナ ムで は注 目のニ ュー スで

)ヽ~。

日本から技術支援を受けて原

子力発電所を建設 しようとして

いるベ トナムにとつて、他人事

のニュースではありません。現

在も被災地では、物資の輸送が

大変で、ガソリン、食料などが

不足 してい ると聞いてお りま

す。氷点下の中、暖を取ること

もできずに、不安な夜を布団の

べ トナムの子どもたちを支援 してくださ

中で うず くまるように過 ごされ

ている方が大勢い る と思いま

す。長い間お風呂にも入ること

ができない人がいるとも聞いて

います。被災地の方々は本当に

つ らい思いをしていると考える

と涙が出てきます。貧 しいです

が、毎 日ご飯を食べることがで

きるだけでも、私たちは幸せだ

と、心から感 じでいます。

そんな大変な状況にもかかわ

らず、 日本人の秩序ある行動、

冷静 さには本当に頭が下がる思

いで、感動いた しました。今ま

で、私たちは日本の友人に多く

の助けをいただいてきました。

今度は、私たちが 日本の皆さま

に恩返 しするときです。私たち

は、裕福ではありませんから、

る皆さまへ

大 きな ことはできませ ん。 で

も、気持ちだけでも被災地で頑

張つている方々に届け、少 しで

も被災地の方を勇気づけること

ができれば、こんなに うれ しい

ことはありません。

今、 日本は大変な時期だと思

いますが、 日本全国の皆 さまが

一致団結 して、 日本を復興 し、

頼れるアニキとして甦ることを

信 じています。遠 くか らです

が、ひとりでも多 くの方が無事

でいらつしゃることを心からお

祈 りしてお ります。

2011年 3月 24日

ベ トナム青葉奨学会

代表 グエン・ ドク・ホゥエ
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泉日本大度災 仙台最初の2日 間
3月 H日 午後3時 ごろ、巨大な

地震が起き10分間 ぐらい揺れて

いた。立つ ことができないほど

強 く揺れていた建物の中で、み

んな机の下に入 り込んで座つた

ままだつた。大きな揺れが終わ

つた ところで、みんなが速やか

に外に出て安全な場所に移動 し

た。その とき、火災な どの 2次

災害を避 けるために、ガス と電

気が 自動的に切れた。携帯電話

も通話はできなくなったが、メ

ール送信 とワンセグテ レビが視

聴可能だつた。1時間後、津波が

東 日本の沿岸 に到達 し、沿岸の

家 と車を破壊 している様子 をテ

レビの生中継で見た。3時間たつ

た くらいに、会社や学校の担当

者が状況をみんなに知 らせ、安

否情報を確認 した後、解散の指

示を出 した。道路が破損 した可

能性があるので、車を使わない

で歩いて家に戻ることを勧告 さ

れた。強い雪が降っている中、

長い列にな り静かに人々が歩い

て帰って行つた。電気が止まっ

たので、スーパーやシ ョップも

通 常 の よ うに営業 で きな くな

り、緊急用食品だけを配つてい

た。住宅区域によつて違 うが、

ほ とん どの家が地震の影響 もな

く倒れてはいなかったのに、者Б

市 ガ ス、電気 、水道 が止 ま っ

た。人々が布団や個人の物 を携

えて近 くの避難所 に運 んでい

た。避難所 とは震災が起 こった

とき、近 くの学校の体育館や市

民セ ンターに設置 されている緊

急避難場所である。そこに緊急

用ス トーブや食料が用意 された

が、今回の大規模な震災で集ま

つてきた人が多すぎて全然足 り

なかった。そのため子 どもや老

人の方が優先 された。その夜、

絶えず起 こる余震だけでなく、

東北の寒 さの冷 え込みにも耐え

なが ら多 くの避難所の人々が寝

た。

3月 12日 、晴れ。前 日のような

道路の渋滞がな くな り、一晩休

んで地震の規模 の大きさを認識

した。仙台に住んでいるベ トナ

ム人 が互 い に連 絡 を取 り始 め

た。避難所での生活は不便であ

るし、 日本の人たちの負担 を軽

減す るためにもベ トナム人がひ

とつの場所に集まって互いに助

け合 うようにと決定 した。集合

した場所はもともと何人かのべ

トナム人の住む賃貸アパー ト

で、広 くて水もまだ使われてい

た。長期間保存できる食品はあ

るので、一番大切なのは飲み水

だ。その 国の年後には、私たち

ベ トナム人は5日 分の食料 と生活

するための部屋の準備を完成 さ

せた。その後、電気 とガスが止

まり余震は続いていたが、ベ ト

ナムのみんながこれから続 く避

難生活の 日々を安心 して過 ごせ

るよ う願 いなが ら寝て しまっ

た°        グエンバンキー
(Nguyen Van Ky)

東北大学4年 (当 時)

現在東工大修士課程

がれきとなつた家の前で(4/21名取市)

今井記念海外協力基金 ベ トナム現地調査報告
4月 26日 から5月 3日 まで、 「今

井記念海外協力基金」の助成を

受け、ベ トナム現地調査に行っ

てきました。 この基金は、故・

今井保太郎氏が、購入 した土地

が高騰 して売れたことに 「不労

所得は社会に還元するべき」 と

して、1977年 に創設 したもので

す。その目的は、開発途上国に

おける教育、医療等の振興、災

害被災者の救済活動を行 う市民

組織に対 し資金助成を行い、途

上国の発展 に寄与す ることで

す。

同基金からは、以前にも小学

校設備補修の助成を受けました

が、今回申請 した事業は 「ベ ト

ナムの就学困難な子 どもたちヘ

の奨学金支給のためのスタンフ

人材育成 と基盤強化」で、51万

円が助成されます。

その内容は、懸案である里子

との手紙交換の迅速化 と里子情

報のデータベース化を主 とする

ものです。そのために、各地に

スキャナを設置 し、それで手紙

を画像 として取 り込み、パ ソコ

ンか ら送信、原文が届 く前に先

行 して翻訳を進め、少 しでも手

紙のや りとりの遅れを改善 しよ

うとい うものです。

今回の現地調査では、スキャ

ナを現地で購入 し、各奨学会ヘ

の設置・操作指導、そ して里子

への訪問調査および新たな支援

対象の調査も行いました。訪問

地は、ホーチ ミン、ダナン、ハ

ノイ、タイビン、ナムディン、

ビンロン、ロンアン、チャビン

で、行 ける限 り回つて きま し

た。

各地で、奨学会の方々、里
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子、元里子 とそのご家族、現地

協力者、さらに帰国中の留学生

たちとも交流することができ、

なかなかきつい行程ではあつた

のですが、とても楽 しく有意義

な調査となりました。

南部、北部、中部、そ して大

都会、地方 と回つてみて、毎年

訪問するたびに発展変貌する大

都市に驚 く一方、対照的に 「発

展」か ら取 り残 されてい る地

方・田舎の実態を目の当た りに

しました。その風景は、私には

古き日本を思い起こす懐か しい

ものですが、そ うした憧憬をは

ばかる厳 しい現実があることも

確かです。

そんな中、とても素晴 らしい

先生に出会いました。

青葉奨学会のホ ゥエ先生か

ら、前にテ レビで紹介 されてい

た 「学校」に行つてみたら、と

い う提案を受け、急きょ訪問を

決めました。チャビン省で学校

に行けない貧 しい子 どもたちに

ボランティアで教えている、サ

ゥ先生の 「愛の学校」です。

授業は、12歳 から17歳 までの

2011年 6月 4日 (土)ベ トナム子 ども基金通信第53号

生徒 18人 を、彼女ひ とりでひと

つの教室で教える 「複式学級」

です。勉強だけでなく、 しつけ

や礼儀も教えるサ ゥ先生は、子

どもたちが大人になって遊びに

来てくれた り、11月 20日 の 「先

生の 日」にプレゼン トをもらっ

た りするのが、とてもうれ しい

と話 していました。

しかし、築100年 にもなる自宅

を使つた教室の机や椅子はかな

り傷んでお り、テキス トやノー

トも十分ではあ りませ ん。 ま

た、昨年までは97歳 の母親 と2

人で教えていましたが、母親が

亡くなってからは、70歳 を過ぎ

たサ ゥ先生おひ とりで教えてい

ます。 さらに、後継者 も見つか

っていません。

ホーチ ミンに戻 り、ホ ゥエ先

生 と相談 したところ、この後継

者問題、そ して設備、教材等に

ついて、ベ トナム子 ども基金 と

青葉奨学会で、なんらかの支援

をしていきたいとい う話になり

ました。

まだまだ地方では (大都会の

中でさえも)、 貧 しくて学校に

行けない子 どもたちがたくさん

います。サ ゥ先生の教え子の15

歳の子が、ハノイで会つた13歳

の子より、体格でずつと年下に

見えたのが印象的でした。発展

し続けるベ トナムでは、富裕層

と貧困層、者Б市 と地方での格差

は、ますます広がっているよう

です。今後も、こうした子 ども

たちへの支援を続けていきたい

との思いを強くしました。皆さ

まには、これからもご支援をど

うぞ よろ しくお願 いいた しま

す。また、 「愛の学校」への支

援が決まったら、ご協力をぜひ

お願いします。   くろはひろし
(黒羽 宏 )

2011年定期会員総会について (通知)

会員各位 特定非営利活動法人ベ トナム子ども基金

代表 近藤 昇

拝啓 時下ますますご健勝のこととお慶び申し上げます。平素はベ トナム子ども基金の活動に温かいご支援

を賜 りまして厚くお礼申し上げます。さて下記の通 り20H年定期会員総会を開催いたします。ご多忙中恐縮で

すが、ご出席いただきたくご通知申し上げます。なお、会員総会は正会員 (里親基金会員、一般基金会員)の
2分の1以上の出席をもつて成立します。当日総会にご出席にならない方で委任状の提出のない方は、ご意見を

議長に一任 したものとさせていただきます①皆さまのご理解 とご協力をお願いいたします。同封の 「出欠はが

き」に必要事項をご記入の上、お手数ですが、切手を貼つて、6月 14日 (火)必着でご返信ください。敬具

日時 20H年 6月 18日 (土)午後2時から4時

場所 アジア文化会館・教室

議題 1号議案 2010年度活動報告
2号議案 2010年度決算報告および会計監査報告
3号議案 2011年度活動計画案
4号議案 2011年度予算案
5号議案 役員人事

総会終了後、グエン・クァン 。フンさんにスピーチしていただきます。またその後懇親会を予定しておりま

す。ベ トナムコーヒーを用意してお りますので、皆さま交流を深めて楽しいお時間をお過ごしください。お菓

子、おつまみ、お酒などをご持参いただければ幸いです。よろしくお願いいたします。

「愛の学校」のサウ先生
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■ベ トナム子ども基金2010年度活動報告

2010年 にベ トナム子ども基金が受け持った青葉奨学生 (里子)は 404名 でした。会員の皆さま、ご支援

ご協力くださつた皆さまに心よりお礼申し上げます。2011年 2月 15日 に、4,576,540円 を青葉奨学会に送

金 しました。その内訳は青葉奨学金 と管理費3,523,000円 、黄梅奨学金300,000円 、春の木運動協力寄金

712,000円 、 ドンタイン小学校ノー ト購入費用41,540円 です。今回の春の木運動は20H年 1月 の呼びかけ

から、2月 22日 までの間に多くの皆さまにご協力いただきました。2月 15日 の送金に間に合いませんでし

た寄金につきましては、次回送金時に合わせて送る予定です。この寄金で大雨災害によつて被災した、

中部、北部地域の児童生徒を対象に支援を行いました。

「ベ トナム子ども基金通信」は49号、50号、51号、52号の4回発行 し、皆さまに子ども基金の活動や、里

子からの手紙などをお知 らせ しました。
スタディーツアーは参加者6名 で、11月 20日 成田発、ハノイ2γ白、ホーチミン4イ白、機中lγ白でH月 27日 に

帰国しました。ベ トナム滞在中は、ハノイ、ホーチミンの両都市で青葉奨学会のスタンフや関係者を交

え、里子 とその家族 と交流 しました。また会員の支援で建設 した学校や施設を訪問し、現地の人々との

交流を深めました。

事務局運営会議は、原則 として毎月第3土曜 日の年後に開かれました。ただし、2月 は文京区国際交流

フェスタ参加のため、開催 しませんでした。また3月 は3月 11日 に発生 しました、東 日本大震災の影響に

よる交通機関の乱れや、参加者の安全確保が困難 と判断し開催を中止 しました。運営会議後に勉強会を

開催 し、ベ トナム文化、社会に対する理解を深めるとともに、会員相互の交流を図りました。

2010年 4月 から2011年 3月 までに新 しく入会された会員の方は里親基金10名 、一般基金会員1名 、賛助基

金会員3名 、個別黄梅基金会員1名 です。今後とも末長いお付き合いをお願い申し上げます。

■ベ トナム子ども基金2011年度活動計画

20H年 に子ども基金が受け持つことになりました青葉奨学生 (里子)355名 が安心して学業に専念でき

るよう、奨学金支給事業を継続 します。広く社会に活動を知 らせるために、新 しいパンフレットの作成

と配布、ホームページの情報更新のスピー ドアップに努めます。そのためには、青葉奨学会 と子 ども基

金の双方の事務運営の体制を強化 し、また 日越間の情報交換をスムーズに行 う必要があると考えていま

す。助成金の交付を受け、ベ トナムの一部の奨学会に情報端末を設置 し、それ らが適切に活用されてい

るか調査を行います。

里子たちとの手紙のや りとりは、昨年より状況が好転 してきていますが、まだ満足のいくものではあ

りません。上記の情報端末設置により、少 しでも早く翻訳作業にかかり、よリスムーズに会員の皆さん

にお届けするよう努力 します。また翻訳ボランティアの皆さん、青葉奨学会スタンフと在 日ベ トナム人

留学生の皆さんに協力をお願いします。
今年の 「春の木運動」は昨年、大雨による被害を受けた中都、北都地域の児童、学生を対象に支援を行

いました。今年末からの活動は早めに呼びかけを開始 し、厳 しい経済状況の下で頑張つている子 どもた

ちがお正月を迎えるため、少 しでもお役に立ちたいと思います。

里子訪問スタディーツアーを今年も行 う予定です。これまでのツアーを参考に、より充実した内容の

ツアーを行えるよう計画 します。ツアーの詳細が決まり次第、皆さまにご連絡いたします。

「ベ トナム子ども基金通信」は引き続き、子ども基金の支援の様子、里子たち生活の

様子や、気持ちをできるだけお伝えしていきます。今年度も年4回発行を予定 してい

ます。
事務局運営会議は、今年度も毎月第3土曜 日に開催を予定 しています。会議の後に、

主にベ トナム人留学生、社会人の皆さんからベ トナムのさまざまな分野についての話

や、異文化体験に基づいた話を伺い、参加者の間で歓談します。会員の皆さま、ご家

族、ご友人の皆さまの参加をお待ちしています。
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2010年度特定非営利活動に係る事業会計収支計算書
2010年4月 1日 から2011年 3月 31日 まで

科  目 金 額 (単位 :円 )

(経常収支の部)

I 経常収入の部

1 会費収入

2 寄付金収入

賛助金収入

黄梅基金収入

春の木運動収入

寄付

3 その他収入

利息収入

前期繰入金

経常収入合計

Ⅱ 経常支出の部

1 事業費

(1)奨学金事業費

(2)支援事業費

黄梅基金

その他の支援

3 交流事業

「通信」発行

スタディーツアー

4 情報交換事業

ABK秋祭 り等への参加

ホームページの維持更新

2 管理費

役員報酬

家賃 (会議費込み)

備品 。消耗費

通信運搬費

印刷製本費

交通費

雑費

ベ トナム送金手数料

銀行振込手数料

経常支出合計

経常収支差額

当期収支差額

前期繰越収支差額

次期繰越収支差額

6,438,000

291,100

390,000

721,000

7,976

422

764,829

3,523,000

300,000

753,540

249,131

44,042

0

6,238

120,000

106,634

83,857

169,777

29,475

336,760

21,470

9,500

1,155

6,438,000

1,410,076

765,251

3,523,000

1,053,540

293, ０
じ

７
‘

63,238

878,628

8,613,327

5,754,579

2,858,748

2,858,748

0

2,858,748
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2011年 6月 4日 (土)ベ トナム子ども基金通信第53号

2010年度非営利活動に係る事業計貸借対照表

2011年3月 31日 現在

科  目 金 額 (単位 :円 )

I資産の部

1流動資産

現金預金

現金

普通預金

みずほ銀行駒込支店 (1)

みずほ銀行駒込支店 (2)

みずほ銀行駒込支店 (3)

みずほ銀行駒込支店 (4)

郵便振替 口座 (1)

郵便振替 口座 (2)

郵便振替 口座 (3)

郵便振替 口座 (4)

郵便貯金

流動資産合計

2固定資産

固定資産合計

資産合計

Ⅱ負債の部

負債合計

正味財産

27,780

1,054,327

20,008

0

3

1,261,220

20,000

30,000

10,000

435,410

2,858,748

0

2,858,748

0

2,858,748

科   目 金 額 (単位 :円 )

I資産の部

1流動資産

現金預金

未収入金

流動資産合計

2固定資産

固定資産合計

資産合

Ⅱ負債の部

負債合計

Ⅲ正味財産

2,858,748

0

2,858,748

0

2,858,748

0

2,858,748
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2011年 度事 業計画

2011年 4月 1日 か ら2012年 3月 31日 まで

1.事業実施の方針

経済的理由等により教育を受ける機会に恵まれないベ トナムの子 どもたちに対 して、奨学金を支給

し、学校建設や教育施設・改修 し、教育環境を改善 していく。また、活動の様子を知 らせるために通信

を発行 して、会員と関係者 との交流に役立てる①

2.事業の実施に関する事項

(1)特定非営利活動に係る事業

事業名 事 業 内 容
施
定
時

実

予
日

施
定
所

実
予
場

従事者
の予定
人 数

受益対象者
の範囲および

予 定 人 数

支出見

込み額

(千円)

奨学金
支給事業

ベ トナムの子 どもたちに要
辛金を支給する。

2月 ベ トナム全域 10人 就学が困難な児
童生徒 400人

4,800

学校建設、
施設改修事業

辛校建設および施設改修
月

月

Ю

３
ベ トナム全域 5人

辺地の児童生徒
500人

1,000

その他の

支援事業

自然災害被災地域の小中専
険、孤児院等への支援
(春の木運動)

1月 ～2月
ベトナム北部、

中部地域
3人 500ノ( 500

交流事業

賽員 と関係者 との交流のた

めに「ベ トナム子 ども基金這

言」を発行する。

2月 、5月

8月 、H月 法人事務局 5夢、
会員 と関係者

500人
200

スタディーツアーを実行 し、

現地の学校および生徒たち
と交流を図る。

10月 ～11月 ベ トナム 3メ《
会員 15人 と生徒
および学校関係

者学級

50

情報交換
事業

ABK祭 り等に参加 し、活∋
内容を紹介し、他団体との浮

報交換を行 う。

9月 ～ H月 東京都内 10人
一般市民

不特定多数
30

新 しいパンフレッ トの作成
およびホームページの充鉄
を図り、活動内容を紹介し、

国際交流の啓発を図る。

随時 法人事務局 3人
一般市民
不特定多数

70

口越間の迅速な情報交換体

者1構築のため、通信環境を薬

賄する。

5月 ベ トナム 3ノ(

ベ トナム青葉奨
学会事務局と学
校関係者 10人

340

日越間の通信環境改善事業
〔必要な調査および人材竜
戎のための研修を行 う。

随時
法人事務局お
よびベ トナム

3ノ(

法人事務局およ
びベ トナム青菜
奨学会事務局

370

7



2011年 6月 4口 (上)ベ トナム子ども基金通信第53号

2011年度特定非営利活動に係る収支予算書

2011年4月 1日 から2012年3月 31日 まで

科  目 金 額 (単位 :円 )

(経常収支の部)

I 経常収入の部

1 会費収入

2 寄付金収入

賛助金収入

黄梅基金収入

春の木運動収入

3 その他収入

助成金収入

利息収入

前期繰入金

経常収入合計

Ⅱ 経常支出の部

1 事業費

(1)奨学金事業費

(2)支援事業費

黄梅基金による支援

その他の支援

(3)交流事業

「通信」発行

スタディーツアー

(4)情報交換事業

ABK祭 り等への参カロ

ホームページの維持更新

パンフレント作成

通信環境整備および研修現地調査

2 管理費

家賃

備品 。消耗費

会議費

通信運搬費

印刷製本費

ベ トナム送金手数料

銀行振込手数料

交通費

3 予備費

経常支出合計

経常収支差額

当期収支差額

前期繰越収支差額

次期繰越収支差額

5,000,000

500,000

1,000,000

500,000

510,000

1,000

2,858,748

4,800,000

1,000,000

500,000

250,000

50,000

30,000

10,000

60,000

710,000

80,000

40,000

40,000

100,000

60,000

20,000

5,000

300,000

30,000

5,000,000

2,000,000

3,369,748

4,800,000

1,500,000

300,000

810,000

645,000

30,000

10,369,748

8,085,000

2,284,748

2.284.748

0

2,284,748
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■役員人事 について

現在の役員は2011年 3月 31日 をもつて任期満了 (た だし定款により辞任、任期満了後においても、後任

者が就任するまではその職務を遂行)のため、総会に先立ち、5月 14日 に行われた理事会において次期

(第 3期及び第4期 )役員を選出しました。これまで副理事長を務めてきました中原和夫が退任し、新た

に岡村進を副理事長に選出しました。岡村進の副理事長選出に伴い、新たに樋川好美を監事に選出しま

した。また、これまで6人であつた理事を活動基盤強化のため1名 増員、7名 とし、新たに黒羽宏を理事と

して選出しました。定款により、役員の任期は2013年 3月 31日 までとなり、総会での承認後、役員就任と

なります。次期役員候補については以下の通りです。

南康雄 (再任 )

また、事務局運営会議を構成する、事務局運営委員につきましては2011年 5月 31日 をもつて任期満了の

ため、5月 21日 に行われた事務局運営会議において、新たに次の12名 を運営委員 として選任 しました。任

期は2013年 3月 31日 までとします。 (順不同、敬称略)

事務局運営委員 近藤界 中原和夫 南康雄 黒羽宏 本間きく 河ヽ河原理枝
奥山義夫 原二郎 今井幸恵 吉原とも子 グエン・クァン・フン

グエン・タン・フック 坂本亮子

理事長
副理事長
理事

監事

近藤界 (再任 )

岡村進 (新任 )

小木曽友 (再任) 萩野正司 (再任 )

奥山義夫 (再任) 黒羽宏 (新任 )

黒川厚雄 (再任) 樋川好美 (新任 )

トナムからの

困難を乗 り越えて

ルォン Bテ ィロミ Hリ ン

時の流れはとても速いもので

すね。つい最近私は大学に入つ

たばか りだと思つていたのに、

今ではもう大学4年生で、あと2

年余 りで卒業です。 よく考えて

み ると、 自分 はまだまだ未熟

で、いろいろ勉強することがあ

り、これからもさまざまな試練

を乗 り越えていかなければな り

ません。

残 りの2年間の勉強は、私には

知識を増やすためには短い時間

ですが、両親には不安、心配、

苦労の長い時間です。故郷に帰

るたびに、母の髪が自髪になつ

ていき、夜眠れないためか 目が

しょばしょばになつていた り、

父の顔がだんだんやつれて、黒

くなるのを見て、悲 しくな りま

す。考えれば考えるほど両親が

かわいそ うです。親の苦労を減

らすためには、私が大学 を諦

め、田舎に帰 り、親を手伝った

方がいいのではと思 うときもあ

ります。 しか し私はまた考え直

し、困難が多ければ、それを乗

り越えなければならないとも思

います。試練は人間を鍛え、ま

た失敗は成功のもとだとも思い

ます。

今年、私は病院で実習を始め

ました。新 しい出来事がたくさ

んあります。忠者 さんと接 し、

診察をします。先生方にいろい

ろ教えてもらっています。 白い

ブラウスを着、ポケットに受信

器、聴診器を持つて、 うれ しく

てたまりません。

実際に患者さんと接して、か

わいそ うに思 うときもあ りま

す。私は神経外科を勉強してい

ます。この間、ひとりのかわい

い子を見ました。おばあさんが

おかゆを少 しずつ食べ させてい

ます。まだ7歳なのに脳のがんを

忠い、危険な状態です。話すこ

ともできず、手を握ることもで

きません。両親 とおばあさんの

目に涙が光 つてい るのを見 る

と、とても悲 しくつ らいです。

またもうひ とりの女性は19歳

で、交通事故で、片足がまひ し

ていますが、彼女はとても楽観

的です。私は彼女の意志 とその

態度が うらやましくてな りませ

ん。私は自分が健康な体を持つ

ているのをつ くづく幸せだと感

じます。

里親さまは私が中学からずっ
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と支援 してくださつています。

本当にあ りがとうございます。

里親 さまは私の2番 目のお父 さ

ん、お母 さんのようです。心か

ら感謝するとともイこ、 こ〃化から

もいろいろ里親 さまと話 したい

と思つています。里親 さまとご

家族の皆 さまの健康、成功をお

祈 りします。

恵まれない子どもの

支援をしています
チャン ロティエン ロフォン

私の手紙がお母 さんの元に届

いたら、お母 さんもきつと驚 く

でしょう。時の流れはとても速

いものです。お母 さんからの最

後の奨学金をもらってから4年に

な り、また私がオース トラリア

に住んでから4年になります。何

回もお母 さんのことを考え、お

母 さんにお礼 とあいさつの手紙

を書 きたい と思 つていま した

が、新 しい環境、アルバイ ト、

毎 日の忙 しい生活に追いかけら

れていました。遠いところから

私はいつもお母 さんとご家族の

皆 さまの健康 と平安をお祈 りし

ています。

私の住んでいるところはゴー

ル ド・コース トで、 日本の留学

生 と日本人観光客が大勢いる旅

行者の町です。私も何人かのか

わいくて、親切な日本人 と友だ

ちにな りました。彼 らと話す と

きにいつもお母 さんのことを誇

りに思いながら、お母 さんが私

に関心を持ってくれ、支援 して
ヽ

一
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くれたおかげで、ベ トナムの学

校に通えたことを彼 らに聞かせ

ています①

海辺の小 さいレス トランでア

ルバイ トをして、 日本からの観

光客を見て、ひ ょつとするとそ

のツアーのグループの中にお母

さんがいるかもと自分で想像 し

た りしています。この考えには

われながらくす りとしてしまい

ました。いつか将来 日本でお母

さんに会える機会が来ることを

望んでいます。

お母 さんの支援、あ りがとう

ございます。私もアルバイ トで

稼いだお金の一部を音の私のよ

うな恵まれない家庭の子 どもに

支援 しています。子 どもからの

手紙をもらったときは、とても

うれ しいです。私が小さいとき

の素朴な手紙を読んでお母 さん

も同じ思いをしたのかなと思つ

ています。

お母 さん、私は結婚をしまし

た。運命のようで、私の結婚の

相手は初めてオース トラリアヘ

行 く飛行機で会った人です。彼

は偶然私の席のそばに座 り、今

もこれからのすべての便にずつ

と私のそばに座 ります。

お母 さんとご家族の皆 さまの

健康、幸福、平安をお祈 りしま

す。私が困窮 していたときにず

つと私を励ましてくださつてあ

りがとうございます。

お母 さんとご家族の皆 さまに

いいことがあ りますようにお祈

りします。

手作りのマフラーに
思いを込めて

チヤン ロティ Bテ ン

長い間里親 さまの支援を頂い

ていまが、里親 さまへの手紙を

書くのは久しぶ りです。

まず、第 4期の奨学金を頂い

たことを報告 させていただきま

す。最近の大学での生活はあま

り変 わ りあ りませ ん。 これ か

ら、も う1学期がスター トしよ

うとしています。そ して、私 も

いよいよ中等学校で研修 (教育

実習)を 始 め る時期 に入 りま

す。それが終わると、学校の先

生にな ります よ。若い先生です

(笑)。

先 日、ベ トナム子 ども基金の

スタディーツアーの方々がベ ト

ナムにい らっ しゃ り、私 も交流

会に参加 させていただ くことに

な りま した。そこで、里親 さま

と会えるか と思ってわ くわ くし

ま した。里親 さまに今までの感

謝の気持ちを直接に伝 えること

ができれば、何 よりだ と思いま

した。そこで、手作 りのマフラ

ーを作つてみま した。里親 さま

のお好みに合わないかもしれま

せんが、冬の とき、ちょっとで

も里親 さまの体を温めることが

できた らうれ しいです。そのマ

フラーを見て、遠いベ トナムに

はいつ も里親 さまに感謝 し、里

親 さまの幸福 を願 っている女の

子がいることを思い出 していた

だけた らよいな と思います。優

しい里親 さまの ところにはきつ

と幸せ しか来ない と思います。

いつかベ トナムに遊びに来て く

だ さい。ベ トナムはきれいで平

和な国です。古 くて安 らぎのあ

るハ ノイはいつ も里親 さまのこ

とを待つています。ベ トナムな

ら、快適な旅 を過 ごす ことがで

r帥 慾
‐
ミ狩 .

ハノイで元奨学生たちと
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きると信 じてとヽます。

最後 |こ な りますが、里親 さま

とご家族の皆 さまのご健康、ご

幸福、ご成功をお祈 りいたしま

す。

日本の復興 を

お祈 りします

ヴー ロマイ ロフォン

私はヴー・マイ・フォンで

す。以前、里親さまからご支援

をいただいていました。 ご無沙

汰 してお ります①

今 日私の学校で、 日本で起き

た東 日本大震災の被災者への救

援募金活動が行われ、初めて 日

本 の大震災の ことを知 りま し

た。私はインターネッ トのない

環境に住んでいるので情報が入

るのが遅いのです。お見舞いの

手紙を差 し上げるのが遅 くなつ

てごめんなさい。

今回の地震は巨大な被害を与

えたと問いたのですが、里親 さ

まはご無事でしょうか ? 里親

さまのことをとても心配 してい

20¬ 年6月 4日 (■)ベ トナム子 ども基金通信第53号

ます。マグニチュー ド(M)9.0の

巨大地震の後、M6.0に も及ぶ余

震が続き、 日本を襲った天災が

いかに恐ろしいものであるかを

知 りました。

大地震発生からしばらく時間

がたちましたが、 日本にいる皆

さまの生活 は落 ち着 きま した

か ? 被災地の方々に支給され

る緊急救援物資は不足状態にな

っていませんか?

里親 さまの安否について、と

ても心配 しています。お返事を

お待ちしています。

私の学校では、 日本の被災者

に対する支援募金が行われてい

ます。わずかな支援金だと思 う

のですが、被災者の方々を少 し

でも助けられたら幸いだと思っ

ています。
「日本人は不屈の精神を持っ

ている」 とい うことを世界中の

人が知っていてとても尊敬 され

ています。ですから、 日本はす

ぐに復興できるだろうと私は思

っています。

里親 さまのご無事 とご健康を

お祈 りいたします。

これまで奨学生 として四半期

ごとに里親 さまのご支援をいた

だいてきたのですが、今は大学

生になったので、奨学金の支給

対象外 にな りま した (編集部

注 :奨学金の支給は基本的に高

校卒業までです)。 でも、里親

さまのご恩は忘れません。これ

までの感謝の気持ちを申し上げ

ます。

里親 さまとご家族の皆さまの

ご健康をお祈 りします。 日本の

皆 さまの 1日 も早い復興をお祈

りします。

声援を送るドンズーの学生たち

(本文と写真とは関係ありません :編集部)

0事務局から

◆ ご入金報 告  ご支援ありがとうございます (順不同・敬称略) (「 新」は新規会員)

2011年 2月  里親基金 栗原静子 関武雄 田中育子 近藤恭子 (新)小 川寧之 幕内英明 図枝武士

石田晴子 菊池幸子 岡野英一 塩谷隆 海老原かつ子 伊藤栄子 雨宮徹 堺ゆみ 中村一恵

古池幸生 千田幸子 渡辺員理子 中村伸 鈴木信 小島綾子 阿部貴子 芳賀善正 米花伸子

姜只成 渡邊華子 植田泰史 斯波悦久 野村利実 渡退洋子 山本哲也

学生基金 NGUYEN THANH PHUC 一般基金 長谷博幸 馬杉栄一 賛助基金 鏑木美穂子 米花伸子

松田幸子 黄梅基金 岸本康弘 芳賀善正 匿名 1

2011年 3月 里親基金 河本明美 横野令延 小谷瑠璃子 小林初江 川名一幸 加藤光枝 仙波広雄

小岩井元雄 松田員 岡村多美子 谷岡暁美 高橋強 国松文子 服部泰子 大島智宏 松原好直

並木康信 吉原 とも子 マレー飛鳥 北川美香子 野村利実 中台正四 小岩井陽子 草間俊介

一般基金 中曽根信 安藤鈴子 学生基金 内田かな 渡辺美奈 賛助基金 菊地美佐子 無記名 1

2011年4月  里親基金 井上富雄 清水勇治 荒川勝 北野真美 西野由美 豊拾晃 市来未帆

小山雪子 石森順子 東京西北ロータリークラブ 山本岡1彦 赤山敦夫 (新)野 村利実 曽我敏子

一般基金 敏晃知 原孝雄 賛助基金 井上富雄 大川幸子

春の木運動 (追加分)元 川暁子 呂新一 櫛田鉄雄 加藤純二 関武雄 白石伸彦 栗原静子

竹内潜子

*お願い :通信送付の際の封筒宛名に、里親会員と一般会員になられている方には、会員番号と最終

入金日が記入されています。年会費の納入をお忘れなきよう、お願いします。
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2011年 6月 4日 (土)ベ トナム子 ども基金通信第53号

◆ベ トナム子ども基金会員募集 !(友人・知人をお誘いください。ご協力をお願いします !)

里親基金 :年額 1国 20,000円

学生会員 :年額 1口 10,000円

特定の子どもに 「里子」として奨学金を支給する「里親Jに なっていただ
きます。ベ トナム青葉奨学会から、子どもと家族の状況を説明する履歴票
が届き、里子との手紙のや りとりができます。

一般基金 :年額 1口 12,000円
子どもたち全体の 「里親」という関係を想定しています。通信を通じて会
の運営報告、子どもたちの様子などをお伝えします。

賛助基金 一般基金に準 じます。金額、回数などいっさい自由です。

学校建設黄梅基金
青葉奨学会と相談の上、ベ トナムの辺地に学校を建設 します。該当学校に
青葉奨学金を併設することも可能です。

個別黄梅基金 :1口 30万 円以上
個人またはグループで黄梅基金を設立し、預金利子を奨学金とします。基
金の名前、支援地域 。学校等は、ご相談の上決定します。

ベ トナム黄梅基金 :1口 10,000円 複数のベ トナム子ども基金会員で基金を設立し、預金利子を奨学金とします。

ベ トナム子ども基金へのご寄付は、下記の口座にお願いいたします。NPO化で口座番号が変わ りました

口座名 (共通)特 定非営利活動法人ベ トナム子ども基金 (カナ):ト クヒ)ベ トナムコドモキキン

里親基金用 (一 般、賛助基金を含む)

郵便振替 001006546799  銀行 (みずほ銀行駒込支店)普 通1121865

黄梅基金用 (個別寄付、学校建設を含む)

郵便振替 001304552361  銀行 (みずほ銀行駒込支店)普 通1121873

◆事務局だより
このたびの東 日本大震災により、被災された皆さまに心よりお見舞い申し上げますc被災地、校災された皆さま

の生活の 1日 も早い復興がなされることを、心よりお祈 りいたします。
被災地域に居住されている会員の方について、個別にご存 じない会員の皆さまからも安否のご心配や、お見舞い

の言葉、さまざまなお心遣いを事務局までお寄せいただきました。巻頭 |こ 青葉奨学会代表のホ クニ先生からのお見
舞いの文章を掲載いたしましたが、そのほかのベ トナムのスタッフや、里子たちからも多くの′と配や気遣 う声が寄
せ られています。

事務局につきましては、震災の影響による交通機関の乱れなどを考慮 し、3月 19日 に予定してお りました事務局運

営会議を中止させていただきました。里子の履歴票発送の遅れなどが生じ、会員の皆さまにご迷惑をおかけしまし
たことをおわびいたします。

4月 より第3土曜 日の事務局運営会議、および勉強会を通常通 り開催 してお りますので、ご興味をお持ちの皆さ
ま、当基金発展のためのアイデアをお持ちの皆さまのご参加をお待ちしてお ります。今後の勉強会の予定につきま
しては同封のお知らせをご参照ください。また、引き続き事務作業、発送作業、翻訳、イベン トの企画等のお手伝
いをしてくださる方を募集 してお ります。

現在、事務局では会員総会の準備のほかに、新 しいパンフレットの作成やスタディーンアー実施に向けての話 し合
い等を行つてお ります。
そのほか、事務局や活動に関するご要望、お問い合せもお待ちしてお ります。なお、お電話でご連絡の場合は、留

守番電話で対応 させていただくことがありますが、その際は、お名前とご連絡先をメッセージに残 していただきま

すようお願いいたします。事務局より、後 日改めてご連絡差し上げます。  (坂 本)

ベトナムスタディッアー2011の ご案内

今年もベ トナムスタディーッアーを予定しています。詳細は未定ですが、参加人数、参加者のご希望等をでき
る限り考慮してスケジュールを組みたいと思います。参加希望の方はまずはお早めにご連絡ください (未定の方
も途中解約は可能ですので、同封の申込書でぜひお問い合わせ、ご予約を)。

期 間 10月 から11月 の5日 間から8日 間

訪問地 ハノイ含む中・北部 (今回は中部、北部の田舎を回りたいと思います)

内 容 里子個別訪問、里子との交流会、学校・施設訪間、観光など

予 算 10万円前後 (里子個別訪問別)

*こ のツアーでは、里子個別訪問以外は原則団体行動が主となります。個人での行動を主とした里子訪問旅行

を別の機会にご希望の方は、別途ご相談いただければ現地での案内や紹介のお手伝いをいたします。

◆コス トダウンのため今号よ り印刷会社 を替え、紙質を替え一部カラーとな りま した (カ ラーのほうが安いため)◆

発行人 :近藤鼻  編集人 :黒羽宏  印刷 :プ リン トパック
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